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➢ 給水装置工事事業者が水道事業
者から指定を受けるための必須
の国家資格

➢ 受験資格は、給水装置工事に関
して３年以上の実務経験を有する
者

➢ 今年は、予定どおり10月24日に、
全国8地区12会場で実施。

➢ 受験者数は、11,829名

➢ 合格発表は、11月30日
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給水装置工事主任技術者試験会場
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➢できる限りの新型コロナ感染対策

✓ 受験者に対して、体調管理や受験日のマスク着用の徹底、
発熱・体調不良の場合には受験を見合わせることなどを呼び
かけ

✓ 試験会場では、受験者及び試験スタッフ全員の検温、手指の
アルコール消毒、ソーシャルディスタンスを確保した座席配置
及び窓・扉の開放による換気

✓ 試験会場に派遣する財団職員は、ワクチン2回接種済み。会
場の要請があれば事前にＰＣＲ検査で陰性を確認

➢ 試験手続きのデジタル・オンライン化

✓ 受験申請⇒受験手数料振込⇒受験票交付⇒合格発表

✓ 将来は、免状交付、主任技術者証発行も

給水装置工事主任技術者試験の課題と対応



1. 令和元年１０月１日に改正水道法が施行⇒指定給水装
置工事事業者の５年更新制度導入

2. 更新時に、給水装置工事主任技術者が、最新の技術
や制度を習得するための研修へ参加しているかどうか
を、水道事業者が指定工事事業者に確認

3. 令和元年７月から給水装置工事主任技術者証の有効
期間を５年に⇒技術者証の更新に際して、主任技術者
に受講していただく全国統一的なeラーニング研修及び
現地研修会を実施

4. 現地研修会受講者には、CPD（継続教育）単位付与
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給水装置工事主任技術者研修会



1. 試験と同様にできる限りの新型コロナ対策を実施

2. 指定給水装置工事事業者の５年更新制度は、工事に必
要な知識・技能を有する技術者の確保⇒現場での適切
な工事施行⇒水道の基盤強化が目的

3. 事業者によっては、外部の研修を避けて手っ取り早い自
社内研修で済ませる傾向⇒上記目的に合致するか懸念

4. 水道事業体は、工事業者指定更新に当たって主任技術
者の受講状況をどこまで確認しているか？⇒日水協県
支部長都市が、県下の事業体の更新審査（主任技術者
の受講確認）を一括して実施する例も（事務の広域連
携） 6

給水装置工事主任技術者研修会の課題と対応



1. 配水管への取付口から水道メーターまでの工事を
適切に作業を行うことができる技能を有する者を従
事させること（水道法施行規則第36条第2号【事業の運営の基

準】）⇒検定会合格者も該当

2. 給水装置工事事業者の指定更新時に、上記技能
者を従事させているかも確認

3. 災害派遣時に、工法や材料の幅広い技能を有し、
現場状況を直ちに判断し、施工できる実務的技能を
養成⇒復旧活動の迅速化にも大きく寄与

4. 検定会受検者には、CPD（継続教育）単位付与
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給水装置工事配管技能検定会
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1. 試験・研修会と同様にできる限りの新型コロナ対策を実施

➢ 給水装置工事に関する知識を習得する座学は当面免除

2. 開催都道府県は約半数で固定化

➢ 厚労省から配管技能に係る資格等を関連する規程等に明示
する等の方策を推進するよう水道事業者等に要請

➢ 主任技術者現地研修会を開催する時には、共催する全国管工
事業協同組合連合会支部に新規に検定会を開催を働きかけ

3. 全国標準検定の見直し

➢ 水道給水用ポリエチレン管（青ポリ給水管）の外径寸法がメー
カー間で統一され、規格化の動き

➢ 現行の全国標準検定の実技科目に青ポリ給水管の接合の追
加を検討
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給水装置工事配管技能検定会の課題と対応



1. 背景
➢ DXの社会的要請（業務の効率化、正確化、省資源・・・）
➢ 水道事業でもスマートメーターなどのデジタル化が徐々
に進展

➢ 給水装置工事にもデジタル化の導入による効率化・正確
化が期待

2. 令和2～3年度調査（厚生労働省より受託）
➢ 水道事業体と管工事組合を対象（2年度：3地域、3年度：
10地域）

➢ 給水装置工事の施工管理や各種手続、給水装置工事主
任技術者免状・主任技術者証のデジタル化を推進する
ための実態調査
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給水装置工事のデジタル化
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水道利用者より工事受注

基本調査

計画・設計

工事申請

工事施行

竣工図作成

竣工検査

メーター設置

申 請

設計図作成

・竣工届
・検査のリモート化

施工情報システム

電子申請システム

施工情報システム

電子申請システム

水道台帳・工事台帳へ反映

一般的な給水装置工事業務フロー

自社検査

・施工チェックシート
・工事記録・写真

竣工図作成

施工情報システム

施工情報システム

給水装置工事のデジタル化
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株式会社クボタ資料より引用

給水装置工事のデジタル化



1. 既存財団事業の継続的改善

2. 給水装置の強靭化・長寿命化

➢ 耐震性・耐久性評価手法の標準化

3. 給水工事のスマート化・DX化

➢ 資機材、工具等の省力化、コンパクト（軽量・小型）化
➢ 給水工事・手続きの効率化・正確化
➢ 給水工事の官民連携・広域連携のインセンティブ
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給水工事の人材育成、技術向上に向けて

若い世代にとって魅力ある職業・職場に
水道の基盤強化の一翼を担う
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ご清聴ありがとうございました


